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　返照(J)回似

　　　ホンジュラス・エイズ予防プロジェクト

　サッカー場を利用して､コミュニティのヘルスセンター

とともに行ったエイズ予防キャンペーンの様子。

　会場ではビデオの放映の他､性感染症の血液検査などが

行われ、買い物帰りの主婦など大勢の人が訪れた。

　左(J)回似

　　　　ベルー・エイズ予防プロジェクト

　AMDAペルー支部の活動の様子。学校を訪問して行う

エイズ予防教育でのひとコマと､今年3月ホンジュラスに

出張して技術移転を行ったときの模様。

書き損じﾊｶﾞｷを集めています

＊書き損じのハガキ、未使用の切手・ハガキ、

　各種プリペイドカード等がありましたら

　AMDAにお送り下さい。

＊使用済テレホンカードは収集しておりません。

【送り先】岡山市楢津310-I　AMDA事務局

お問い合せは、TEL　086-284-7730

　　　　　　　FAX　086-284-8959

　　ＡＭＤＡ会員ネットワーク

　　　　　参加者募集

●4amda-jnet＠amda.or.jp>

AMDA会員とのインターフェイス機能を

目的とし､ＥメールでAMDAの動きをリア

ルタイムでお知らせできます。

(AMDA速報･イベント案内･人材募集)

　ご希望の方は＜member＠amda｡or･jp＞

まで、住所、氏名、電話、FAXに併せお申込

み下さい。　　　　　　ＡＭＤＡ会員情報局

ZU井)/XｺﾞθljりM/2りθ/.ざ１



中南米プ1コジェクﾄ特集

ホンジュラス活動報告

　　　　　　　　　　　　　◇

AMDAインターナショナルホンジュラスプロジェクト事務所

　　　　　　　　　調整員　渡辺　咲子

　ホンジュラスプロジェクトオフィス

では、現在、ヘルスボうンティアの養

成､エイズ予防教育､防災セミナー､排

水溝建設などのプロジェクトを行なっ

ています。

ヘルスボランティア養成

　ＲＡＡ（ラモン・アマヤ・アマドー

ル）のヘルスボランティア養成は、昨

年８月に始まり現在９名のヘルスボラ

ンティアが実際に活躍しています｡ヘ

ルスボランティアになるには性別､年

齢、学歴、職業など問いま

せん。必要なものは、身分

証明書とコミュニティの為

に働く気持ちがあることで

す。

　ヘルスボランティア希望

者は、管轄のヘルスセンタ

ーから３回の集中ヘルスセ

ミナーを受けなくてはなり

ません。

第１回

・ホンジュラスの保健状況

　と保健政策

・ヘルスボランティアとは

・小児の成長と発達－コン

　トロール

・下痢、コレラー下痢時の経口投与

・予防接種

・急性呼吸器感染症

・インフォメーションの記入方法

第２回

・性

・思春期の自己価値

・コミュニケーションと助言

・生殖器、月経

・妊娠、出産、産櫛期

・エイズ、STD（性感染症）

第３回

・衛生管理

・水

・ゴミ

２　Å肘ZM去4mα/2師/.S

・簡易トイレ

・虫媒介疾患　デング熱、マラリア、

　シヤーガス病（サシガメが媒介する感染

　　　　　　　　症でまだ|一分な治療法がな
　　　　　　　　い｡ホンジュラスではチャ

　　　　　　　　ガスと呼ぶ）

　1こ記のテーマでセミナーは進められ

ます。

　ヘルスボランティアは毎月１回､ヘ

ルスセンターで行われるミーティング

に参加します。巡回診療、予防接種な

どの予告と共に看護婦､ソーシャルワ

ーカーからその時期の問題になってい

る疾患、衛生、家族計画などのテーマ

エイズについての基礎知識を学ぷヘルスボランティア

の話を聞きます。ミーティング後報告

書の提出をし、コンドーム12個、リ

トロソル（経口補給飲料）６袋、ビタ

ミンＡ（希望者のみ）を受け取ります。

これらはヘルスボランティアがコミュ

ニティに配布するためのものです。

　第１回目のRAAのヘルスボランテ

ィア養成セミナーには21名の参加が

ありました。第2回は11名でした。第

３回目はフ月下旬に開催予定をしてい

ます。

エイズ予防教育プロジェク'ﾄ

タブーを破る　Part l

　昨年始まったエイズ予防教育プロジ

ェクトが最終段階に入りました｡第一

段階でAMDA職員、ヘルスボランテ

ィアの一一部にエイズ予防教育が施さ

れ、第二段階で教育を受けたAMDA

職員とヘルスボランティアがヴィジャ

ヌエバとカリザール2箇所のヘルスセ

ンターと､１コミュニテ仁ラモンアマ

ヤアマドールでヘルスボランティアを

対象にエイズセミナーを行いました。

その後AMDAベルーのDr.Yoshi、心

理学者のNadiaから青少年対象に性、

エイズ予防教育法を伝授されたヘルス

ボランティアは各コミュニティでエイJiヽ

ズ予防教育を展開することになりまし　ク

だ。

　ヘルスボランティアは

自分の家に隣人を招いて

エイズ予防教育を行いま

した。中には教会の集会

を利用するものもあり、

TE　これまで老若男女問わず

総勢198人がヘルスボラ

ンティアの行うエイズ予

防教育に参加していま

す。カトリック救国であ

るホンジュラスでは数年

前まで家族計画、避妊具

の使用は強く敬遠されて

いたにも関わらず、彼女

達の集会ではコンドーム４４

のデモンストレーション　゛

をするにあたって、“私達に避妊具は

必要ないが､まだ神を知らない多くの

人を救うために一緒に学びましょう”

と積極的でした。 AMDAではヘルス

ボランティアのエイズ教育を援助する

と共に、コンドーム、パンフレットの

配布を行っています。

タブーを破る　Part ll

　ヘルスボランティアの活動は家庭内

に留まらず学校まで発展し、４校合計

429人の生徒にエイズ予防教育が行わ

れています｡ヘルスボランティア達は

レクリエーション、ビデオなどをとお

してエイズの基本的な知識を与え、ま

た校長、担当教師の意見を聞き、必要

と思われるときにはコンドーム使用法

のデモンストレーションも行いまし



た｡木製性器を見ると笑い出すものが

あったり、恥ずかしくて見ていられな

いのか目を背ける学生が見られました

が､デモンストレーションが始まると

真剣な眼差しに変わっていきました。

　青少年対象の集会でいつも私達が付

け足すことですが､エイズ問題に限ら

ず、若年妊娠、出産に伴う危険や性交

開始時期を遅らせること､そしていつ

かその時がきた時このセミナーを思い

出してほしいと話しています。

救急箱配布プロジェクト

　　　　ラモン・カリックス・フィゲロア学

　　　校で行ったエイズ教育がきっかけで、

　　　校長先生より救急箱の寄付を求める申

－。請書を渡されました。この学校の校庭

　　　半分に校舎建設時に使われた石（岩と

　　　言ったほうが正しい）が放置され、生

　　　徒が恰好の遊び場としているため､外

　　　傷が絶えないそうです｡学校に救急箱

　　　はなく、怪我をした生徒は家に返され

　　　処置を受けている状況でした。

　　　　今回救急箱配布にあたり、赤十字ト

　　　レーニングセンターの協力を得て､教

　　　師対象のファーストエイドセミナーを

　　　同時に開催することにしました｡ホン

　　　ジュラスの公立学校は普通午前又は午

　　　後のみの授業です。この学校も午前の

　　　授業しかありません｡そのためセミナ

　　　ー当旧式臨時休校になり、生徒たちは

　　　さぞ喜んだでしょう。

　　　　ファーストエイドセミナーは火傷、

｡〃、外傷、骨折、めまい、誤飲の手当てを

　　　講義と演習を交えて行われました｡最

　　　後にAMDAから救急薬品の投与法と

　　　注意事項の説明でセミナーは終了しま

　　　した。終了後、救急箱を寄付し、校長

コミュニティ内でのエイズ教育

救急処置の指導の様子

先生より感謝の言葉を受け取りまし

た｡今後医薬備品の補充は生徒とヘル

スセンターがしていきます。

　今回のセミナーを行なう以前にも、

多くの教師が何らかの救急処置を総験

していましたが､実際処置をしていて

も、自分がしている処置の方法は正し

いのか半信半疑だったそうです。この

セミナーを通して正しい救急処置の仕

方を学んでもらうことができたと思い

ます。

　時期を同じくしてカリザール地区の

２つの学校にも救急箱を配布しまし

た。この２校でもヘルスセンターの看

護婦と協力し、ファーストエイドセミ

ナーを開催しました。

コミュニティと学校でのエイズ予防教育セミナー

日付 ヘルスボランティア コミュニティー テーマ 対　　　象 参加者

２月３日

２月23日
２月27日
２月28日

３月16日
３月20日

４月20日
５月１日
６月２日

７月４日

Miny
Ana

Angela
Groria

Zulma
lsabel

MariaLuz
lsabel

Gilvia
Groria

カリザール
モンテ　デ　ベンディシオン

ヴィジャ　ヌエヴァ
ヴィジャ　ヌエヴァ

アルシエリ
ヴィジャ　ヌエヴァ

モンテ　デ　ベンディシオン
ヴィジャ　ヌエ‘ヴァ
モンテ　デ　ベンディシオン

カリザール

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

隣人　青少年
隣人　女性

カトリック教女性グループ
女性グループ

隣人青少年
隣人青少年（マラ）

隣人青少年（マラ）
カトリック教グループ
隣人青少年（マラ）

コミュニティバンク

13名
６名

23名

11名
15名

　９名

29名

43名
34名

15名

計 198名

５月８日９日１５日16日

５月29日

６月20日

７月12日

Zulma
lsabel
Consuelo
Becy

アルシエリ

ヴィジャ　ヌエヴア
カリザール
カリザール

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

Ｖ／Ａ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

ＤＳ

学生　５年生から９年生まで
学生５年生

学生　２年生から６年生まで

中学３年生

204名
55名

81名
89名

計 429名

合計 627名

A/WZ)り4丿θzjr月㎡2θθj.S3



中南米プロジェクト特集

ホンジュラス･ボリビアプロジェクト調査報告

　　　　　　　一急ぎ足の訪問－
　　　　　　　　　◇
派遣専門家　近藤　麻理

　2001年３月、２週間にわたりホン

ジュラスとボリビアのAMDAプロジ

ェクトを調査するという機会に恵まれ

ました。初めての中南米でしたが、現

地に到着すると明るいAMDAスタッ

フたちに迎えられ､長旅の疲れも忘れ

てホッと一息つくことができました。

最初に訪れたのは、ホンジュラスで

す。この国は、1り98年10月のハリケ

ーン･ミッチーの大規模な被害を受け

ました。今もなお、復興作業が町のあ

ちこちで行われていました。 ＡＭＤＡ

は緊急救援活動に赴き、その後、復興

のためにホンジュラス支部を立ち上

げ､被災地への移動診療を中心として

活動が開始されたのです。現在は、主

にトロヘスとテゲシガルパ市近郊地域

で、国際機関との協力やAMDAベル

ー支部･ボリビア支部との連携を図り

ながら､草の根無償資金とNGO事業補

助金などにより運営実施されています。

　近年､首都テグシガルパなどの都市

部においてHIV/AIDS感染者増加が

大きな問題となっています｡カトリッ

ク教徒が９割程度を占めるこの国で

は､女性の地位が低いことと相まって

コンドームの普及は遅れており、また

配布数も非常に限られたものにすぎな

いようです。現在まで、ヘルスセンタ

ーで働く医療スタッフをファシリテー

ターとして､ヘルスボランティアに実

施してきたHIV/AIDS研修ではあり

ましたが､講師が知識を教えるという

旧態然の指導を実施していました｡そ

のため､ヘルスボランティアが子供達

へ教育を実施するにはあまりにも難し

く、その方法には大きな問題があった

のです。

　その解決策として2001年３月３日

～３月８目の期間､首都テグシガルパ

で活動する100名以上のヘルスボラ

ンティア等が、AMDAベルー支部２

名の講師による住民参加型のHIV/

AIDS研修を受講したのです。その結

果、受講者の皆さんから「今まで受講

したような､他の堅苦しい講義と違っ

ている」との声が上がりました。そし

て、「自分たちが楽しんで受講できた

ので､きっと子どもたちも楽しめるは

ず」と話してくれました。

早速、一人の（ゴッド・

かーちゃんのような）

ヘルスボランティアが、

今回の研修で習った事

を応用して初めての教

室を開くと聞きました。

自分の家を解放し15人

くらいの子どもたちに

HIV/AIDSの勉強（遊

び）をしてもらうのですが、その中に

は不良グループの数人も混じっている

ようです｡普通の子どもと一緒に受け

ることで､良い方向に影響されると期

待できるからです｡「研修では､楽しく

明るい気持ちで遊びながら実施する事

を学んだので､そのまま自分たちが楽

しかったことを子ども達に伝えたい」

「文字の書けない子どもにも、退屈さ

せることなくできる」と準備に忙しそ

うでした。今やっと、始まったばかり

です。けれど、一人のヘルスボランテ

ィアから、多くの子どもたちへとその

心と命がつながれていくのです。

　都市部近郊の貧困地域では、主に９

歳から20歳までの少年たちが、ケン

カや拳銃の発砲、麻薬売買、女性のレ

イプなどの社会問題を起こしている現

状があります。日本では考えにくいこ

とですが、この現実と医療スタッフや

ボランティアたちは正面から向き合っ

ているのです｡巡回診療に出かけたと

きに拳銃を突きつけられたが､そのグ

ループの一人がヘルスセンターに受診

に来たことがあり、とにかく殺されず

にすんだ話など、この地での活動が命

懸けであることを知りました｡そして

大規模な災害後の復興期､国内の経済

状態は最悪だと言えます。このような

特殊な社会状況を考慮し､貧困や都市

問題も視野に入れた幅広い医療支援が

必要とされていると思いました。

　次に訪れたのはボリビアです｡ボリ

ビア国内で標高の低い都市サンタクル

スは、暑くても爽やかな気候でした。

ボリビア支部では､救急患者の搬送と

蘇生法などの研修（PHTLS）をアメ

リカからの講師を招いて実施されまし

た。この研修は、あくまでも実践が中

心となるため､講師も参加者も汗をか

きながら激しい運動をこなしていると

(右から５人目　筆者)

　　　　　　　~ﾑ4wμJ-

いうハードなものです。　一人一一人が、

実際に車の中で交通事故に遭った人を

救助するという体験をします。　ニれ　一

は､本当に現場で生かせるトレーニン

Ｃ

グだと感心しました。

　緊急時に現場に一番に駆けつけるの

は、多くの場合消防隊員であったり、

一般の市民だったりします｡そのよう

な人々に救急外傷の知識と実践力が広

がる点て、この研修は非常に貢献でき

ると思いました。この研修の意義は大

きく、ボリビアの救急医療向上と民間

の緊急搬送者のレベルアップに貢献す

ることが期待されます。しかし、緊急

に解決すべき医療や社会問題が多く存

在しているのも、またこの国の現実で

す。経済格差が激しく、村や山間部で

貧しい生活を強いられている人々は、

教育も医療も受けられずにいるので

す｡今後はこのような研修を広く一般

の人々へ広げていくことと同時に､地が｀

域での健康問題にも取り組んでいくこ

とが重要な課題であると思いました。

今すぐにできることではありません

が、ゆっくりとＡＭＤＡにできる範囲

の中で心を痛めたり、限界に挑戦した

りすることが大切なのかもしれません。

　最後になりましたが、この誌上をお

借りして一言。岡山本部で毎日、目に

見えない現場と格闘されている事務局

の皆さん､ちゃんとみんな見ています

よ、知っていますよ。そして、皆さん

のことを応援している人はたくさんい

ます。どうぞ、これからもよろしくお

願いいたします。そして、現地で努力

しているスタッフの皆さんお疲れさま

です。日曜日くらいは、ちゃんとお休

みをとり自分の時間も作ってください

ね。日本にいると今まで見えなかった

ものが､また見えてきたりする今日こ

の頃です。

４　ﾒ1肘/)ソロθ£μ7?α/2θθ/.S
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排水溝建設プロジェクトにご支援をお願いします。

　これまで何度かお知らせしたとお

り、AMDAでは、ホンジュラスの首

都、テグシガルパにあるスラム、ラ

モン・アマヤ・アマドール（RAA）

での排水溝建設プロジェクトを支援

しています。みなさまから寄せられ

たセメント募金により、すでに１ブ

ロックが完成したのはAMDAジャ

ーナル2001年１月号でご報告した

とおりです。現在とりかかっている

ブロックは、汚水がたまってできた

人工の池から、バスも通る、スラム

では一番大きな通りを下水管でくぐ

らせて、反対側に出し、汚水を流す

ための人工の小川までの区間です。

毎年池が溢れて浸水被害を出す雨季

を前に工事を完成させようと急いで

いましたが、前回の工事区間と異な

り、コンクリートの下水管を使い、

重機を入れるなど、大規模なものと

なりました。大規模なプロジェクト

になればなるほど、住民ひとりひと

りがかかわろう、という気持ちが薄

れるのは否めません。労働力を提供

するはずの住民の参加が減り、工事

は一時中断していました。住民が参

加しない活動ではどれほど立派な排

水滴ができよう

と、意味がありま

せん｡ましてや､ご

支援くがさるみな

さんからお預かり

した大切な資金で

す。わたしたちは

待ちました。現地

のＡＭＤＡスタッ

フが問題点を住民

自身で解決するよ

う促し、ねばりづ

よくそれぞれの話

しを問いて歩きま

した。

　その結果､住民は工事を再開しまし

た｡週末毎の労働力の提供と少ない収

大のなかからの一部負担を受け大れて

でも､排水溝が必要だとの結論に達し

たのです｡工事に参加する住民のなか

には､直接浸水の被害を受けない世帯

も含まれています。ブロック内の、被

害を受ける他の世帯を支援するために

力を尽くすことにしたのです。

　AMDAでは、ぜひこの機会に排水

溝を完成させ､住民に自分たちの力を

実感してもらい､今後の住民自身の活

重機を使って掘った部分

　動につなげたいと考えています。た

　だ、残念ながら、現在のブロックを

　完成させるにはまだ資金が足りない

　状況です。

　　どうぞ、みなさまには、歩いたり

　立ち止まったりする中南米への息の

　長いご支援をよろしくお願いいたし

　ます。

　　　　　(中南米担当　富岡　洋子)

　※ご支援くださる方は、綴じ込みの

　　払込用紙をご利用の上､『ホンジュ

　　ラス・セメント』とご指定くださ

　　い。

鎌倉クラブフェスティバルに参加

AMDA鎌倉クラブ事務局長　小館　裕彦

　AMDA鎌倉クラブは、この度開催された市主催の「中央

公民館フェスティバル」に､昨年度に引き続き参加した。

　同館は鎌倉市の主要催事所として広く市民に開放され、

各種団体の集会活動やいろいろの趣味､同好会等の発表会

等にも利用されている施設である。今年も６月19日（火）

から24日（日）までの６日間にわたり、展示部門と発表

部門に分かれ各種の活動が活発に展開された｡我々の鎌倉

クラブは展示部門の１ブースを借り、ホンジュラスを中心

にしたAMDAの現地活動振りをパネルにて展示したが、

パネル展示の例が他のブースではほとんど無く、それなり

に関心を呼んだものと思っている。また、エルサルバドル

等の民芸品のバザーを１日間開催したが、133品の殆どを

売り尽くした。会員の片山、山下の両婦人のご助力には深

謝する次第である。

　鎌倉クラブの３大イヴェントの１つを終えたが、８月の

コンサート､秋のバザー等を通して一人でも多くの市民が

AMDAの理念と目的を理解し協賛されることを念願する。

嘸斐欄　　誓瀕　__＿＿｡｡｡｡,-丁犬　づ言几
幄¬]＝¬‘'?Cljj

　展示場で説明にあたったAMDA鎌倉ｸﾗﾌﾞ代表の田中迪夫先生
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中南米プ1コジェクト特集

ＡＭＤＡの活動を支える女性たちーともぅ一人－

　　　　　　　　　　　　　　◇

コミュニテずサービス局　富岡　洋子

AMDAの活動は、本部と同じように、現地でもメンバーのほかに献身的に自分たちのコミュニティのために働くさまざまな

人に支えられています。今回は中南米出張で出会ったAMDAの活動を支えている女性３名ともう一人を紹介します。

ナディア

　テゲシガルパは坂の多い街だ｡ピ力

チョ山（ピカチュウではない※）に登

ると　引で見渡せる浅い盆地にすっぽ

りおさまり、本当に100万人が住んで

いるのかと思うほどだ｡だが人目密集

地は山のかげに当たる急勾配のスラム

地区で､今も新しい家が崖にひっかか

るように建てられている。なかには明

らかに古いスラム地区もあり、これが

ハリケーン･ミッチのときに土砂とと

もに流されなかったのが不思議なほど

である。未舗装の道は雨季に削られ、

乾季にはそのまま固まってしまう。今

回の出張で一番の悪路は事前に聞いて

いたトロヘスのコミュニティヘの道で

はなく、テグシガルパ市内のスラム地

区であるサンフランシスコに向かう坂

道だった。

（通称ヨシ）に一目遅れてテグシガル

パに到着した。

　ベルーでは学校を訪問しての青少年

を対象としたエイズ予防教育を行なっ

ており、ナディアも経験脛かな指導者

だ｡それはホンジュラスのワークショ

ップでも証明された｡ナディアの滞在

最終日、わたしはワークショップの終

わる寸前に空港から会場のビジヤ・ヌ

席上上白へ
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　AMDAの事務所は中心部近くの高

台にあり、淑内に出かけるときは急勾

配の坂をドらなければならない。ナデ

ィアはその坂を車で下りるときいつも

歓声をあげた。

　ナディアはAMDAベルー支部所属

の心理学者だ｡今回ホンジュラスで行

ったエイズ予防教育のワークショップ

の講師として初めて海外に出た｡本部

の要請からわずか10日間。同じくペ

ルー支部の調整員であるヤマニハ医師

６　ｙＷ瓦4jθljry?α/2θθ/.S

エバの教会に到着し

た。外まで明るい笑

い声が聞こえ、ワー

クショップと結びつ

かずに一瞬ああもう

終わってしまったの

だと思ったほどだっ

た。ワークショップ

の最後、ナディアが

※子どもの誕生日な

どに用意されるピニ

ヤータにはさまざま

なものがあり、多く

はうさぎなどの動物

である[写真右]｡ｲ云統

的なものはくまのプ

ーさんだというが、

街ではキティちゃん

のほかにピカチュウ

のピニャータが多く　1μジ

見受けられた。　　　l'‘'‘

うながレ参加者がひとりずつ感想を

述べる｡話した順に手を身体の前で交

差させ、隣りの人とつないで行く。こ

うして連帯感や共感を高めるのだろ

う。４人目だったろうか、若い女性が

話すうちに泣き出した｡駐在代表の前

田さんに通訳してもらうと､彼女は自

分の家ではこんなに笑うことがなかっ

た､今日は心から笑うことができて本

当に良かった、とのことであった。隣　Ｃ

りの女性も泣き出した｡心から笑うこ

とのないホンジュラスの女性の家庭生

活とはどのようなものだろうと思うと

同時に若いナディアの力を実感した

瞬間だった。

　今､手元にある写真を見ても、ナデ

ィアが指導しているワークショップの

参加者は本当に楽しそうだ｡わたしは

ほんの半日一緒にいただけだが､素直

に喜びを表し､明るく語りかけるナデ

ィアの姿に心を間かせるものがあった

のだろう｡セミナーに参加した女性た

ちもナディアが大好きになった様子

で､もう帰るのかと残念がっていたと

いう。中南米担当ながらスベイン語の

できないわたしは英語を話さないナデ

ィアとト分にコミュニケーションを取IS｀J

ることはできなかったが、今年も

AMDAペルー、そしてホンジュラス

のプロジェクトをナディア､ヨシと一

緒にできると思いわくわくしている。



チャベリータ

　　　　チャベリータは助産婦の資格も持つ看護

･　姑息。 21､000人を管轄するトロヘスのヘ

　　　ルスセンターを長い間一人で守ってきた。

　　　医師が赴任レ勤めを退いた今も請われれ

　　　ば夜勤にも出かける｡家ではテグシガルパ

　　　に嫁いだひとりのほかに４人の子どもと夫

　　　がいる。うちひとりはまだ幼い。子どもだ

　　　ちは母親を手伝って良く働く。はにかんだ

　　　様子でこちらを見る｡みんな一番小さな弟

　　　クリスがかわいくてしかたがない様子だ。

　　　チャベリータの夫、ドン・ベドロも同じ

　　　息。クリスもみんなにかわいがられて、十

　　　分に愛情を受けている子どもらしく、いつ

　　　も機嫌のよい子どもだ。

　　　　AMDAのスタッフが二カラグア国境沿

　　　いのトロヘスに出かけるときはいつでもこ

　　　のチャベリータの家に泊めてもらう。自宅

　　　で薬局を開き､雑貨も扱っているチャベリ

!Pk　－タはAMDAがコミュニティで行なって

　　　いるドラッグポストの薬の管理を無償でし

　　　てくれている｡営業妨害にもなりかねない

　　　のだが、コミュニティのために、と引き受

　　　けてくれている。それだけでなく、チャベ

　　　リータの薬局を訪れるヘルスボランティア

　　　にその都度指導をする｡コミュニティでの

　　　ミーティングにも同行する｡今回も最近産

　　　婆を始めたばかりという女性に､ハイリス

　　　クの妊婦のヘルスセンターヘの申し送りを

　　　徹底するよう指導していた。

　　　　ヘルスセンター勤務の長かったチャベリ

　　　ータに教えてほしいことはたくさんある。

　　　通訳をしてもらって次々質問するのをチャ

　　　ペリータはおかしそうに開く。その表情

　　　は､何か気になるのかわからない、なぜそ

　　　んなことを聞くんだ､というように見える。

　　　　チャベリータの献身に支えられて、

　　　AMDAはトロヘスでの活動を今も続けて

　　　いる。

＠
・
・

●
●

ｅ
＠
一

ｅ
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クラウディア

　クラウディアはやさしく話す｡メ

ールだけでの２年近くのやりとりで

はもっと活発な女性をイメージして

いたが､穏やかに話し、口元をきゆ

っとあげて笑いかけるときの黒いひ

とみがやさしい。

　家に帰れば二見の母である｡下の

フランシスコはまだ７ヶ月だ｡昨年

10月、出産休暇に入るクラウディ

アに､休みの間は誰に連絡すればい

い？と聞いたところ、自分のメール

アドレスを伝え､ここに連絡してく

れたら大丈夫、と訪う。続けて、わ

たしは出産の日まで働く！と言うの

で、心配していたが､実際出庶子定

日の２日前にATLSコースを行い、

短い産休に入ったのだった。

　AMDAボリビア支部長、フォイ

アニーニ医師も、「わたしかいなく

てもATLSコースは何にも困らな

いが､クラウディアがいなかったら

動かない」と言うほど信頼が厚い。

助手の調整員はいるか､ほぼ一人で

コースの切り盛りをしているといっ

てよい。実際、クラウディアに長く

休まれたらボリビア支部も本部も困

っただろう。

エメルソン

　私の名前はエメルソン・アニ

バル・ロドリゲツ・クルースで

す。二カラグア国籍ですが1984

年二カラグア内戦から避難する

ためホンジュラスにやって来ま

した。8ヶ月前からＡＭＤＡホン

ジュラスでドライバーを務めて

いますが、この間エイズ教育セ

ミナーにも参加して、コミュニ

ティーでの活動に参加していま

す。コミュニティーでは私の

持っている知識を彼らと共有す

るとともに、彼らから学ぶこと

も多くあります。

　私はいつでも新しいことを学

び、コミュニティーの人達と共

有していきたいと思っています。

　ベルー支部とともにボリビア支

部は中南米での緊急救援でいつも

医師や看護婦を派遣してくれるが、

その調整もクラウディアの肩にか

かる。本部からの急な要請にもい

つも応じてくれる。それに甘えず

計画的にしなくては、と自らを戒

めている。

…のだが、クラウディアの黒いひ

とみときゅっと口元をあげる笑顔

を思い出しながら今日も「大至急

お願い！」とメールを打っている。

　そしてＡＭＤＡのスローガン

“Better Quality of L汀e for a

Better Future”を現実のものに

したいと思っています。

AMDAJoum�200j.87



中南米プロジェクト特集

ＡＭＤＡボリビア活動報告 －2000年

　　　　　　　　　　　　◇
ＡＭＤＡボリビア調整員　Claudia　Mercado

　　　　　　　翻訳　藤井　倭文子

　ＡＭＤＡボリビアの2000年度の活

動をご報告したいと思う。我々は救急

救命及び緊急事態における対応の仕方

について重点をおいて活動した。

　American College of Surgeons の

認証のもとに５つのATLS（上級救急

救命研修）を実施し、73人の医師が参

加した。この外、指導者養成講座も開

催し、８人（その内フ人は２番目の研

修センターを設置したコチャバンバか

ら）が研修を受けた。 2001年３月11

日に初めてATLSをサンタクルス以

外の所で開催するために、５人の講師

と我々の調整員がコチャバ

ンバヘ行き、ボリビアで2番

目のATLS研修センターを

設立した。昨年AMDAボリ

ビアはサンタクルス、コチ

ャバンバ、及びスクレの主

要病院から、多数の専門家

が外傷患者の治療に関する

特別講座を受講できる様、

経済的に支援した。現在迄

に288人の医師がATLSで

研修を受けた。

　10月にシカゴで開催され

たAmerlcan College　of

Ｓｕｒｇｅｏｎｓ　の医学大会及び総会に

ＡＭＤＡボリビア代表のＪｏり4e

Foianini医師が出席し、近く再販を予

定されていた2002年用のATLS才旨導

者用参考書の評価会議に参加した。

　昨年度のプロジェクト優先順位の一

つに、PHTLS（病院搬送前救急救命）

の実施があった。これは緊急医療組織

において実際に必要とされる事柄をも

とにして作られたユニークな継続的教

育プログラムである。このプログラム

では緊急時における患者の評価、固

定、処置等、外傷を受けた患者を最大

限の注意を払って災害･事故現場から

搬送する事を教育している。ＡＭＤＡ

ボリビアとNAEMT（全国緊急対応専

門家協会）は数ケ月間の交信と申請の

結果、ボリビアでPHTLSに関する管

理と普及を標準化するためのプ［コブラ

8　/1肘Z)/ﾘθ1μ77�2θθ7.召

ムを開発し実施するためのMOU（了

解覚書）に署名した。

　了解覚書に記述されている如く、こ

のコースを実施するために3人の医師

（Jorge　Foianin1医師、　Gonzalo

ostria医師、及びGonzalo Aviles医

師）が2001年２月にシカゴで開催さ

れたPHTLSプロバイダー、インスト

ラクター養成の両方の研修に出席し

た。研修後、２００１年３月１９日に

PHTLSコースが開始された。米国か

ら講師としてPHTLS副会長のGre-

gory Chapman氏、コース調整員と

してネブラスカ大学教授のLarry

Hatfield氏、アルゼンチンから講師と

してＰＨＴＬＳインストラクター

Osvaldo　Rois医師とPHTLS講師

Marla Martha Perez 医師が招かれた。

第１回のPHTLSプ[]バイダーコース

に24人の医師と看護婦が参加し、そ

の内19人がインストラクター養成研

修に出席できる資格を得た｡インスト

ラクター養成研修での必要条件を首尾

良く満たした後、第２回のプロバイダ

ーコースが新しいインストラクターか

ら22人の受講生に対して行われ、12

人の新しいインストラクターの認証が

完了し、ボリビアに計46人のPHTLS

認定救急救命土と15人のPHTLSイ

ンストラクターが誕生した。

　もう１つの教育プログラムにBLS

（基礎救命コース）がある。AMDAボ

リビアは定期的に3ヶ所のセンターで

このコースを実施している｡その１つ

ぱＫｌｎｄｅｒ　ＡＭＩ¨、２つ目は

“Hospltal villa lro de Mayo”ヽ3つ

目ぱUniversidad Cristiana” であ

る。昨年、我々は６つのBLSコースを

サンタクルスの様々な病院や医療機関

の看護士、医療関係者、インターンや

研修医等を含む87人を対象に実施し

た。第２回医科学会議では、AMDAボ

リビアのメンバーGonzalo Aviles 医

師の指導のもと、AMDAの機材を使

　　　　って医学生がBLSコースを講

義し、400人が恩恵をうけた。

　ＡＭＤＡボリビアは中南米

でＡＭＤＡ多国籍医師団によ

る様々な活動にも参加した。

エルサルバドル地震の緊急救

援チームのメンバーとして

Walter　Montano　医師と

Marlene Lehn看護婦が被災

者救援に参加し、1､400人の

患者を治療した。

　３月にはＡＭＤＡホンジュ

ラス前田あゆみ調整員の要請

4｀

を受け、ＡＭＤＡボリビアのJorge　4｀

Foianini医師とRudy ustarez医師

は1週間の集中コースで赤十字、緑十

字(※赤十字のようなボランティア団

体)、消防隊、医師や看護士を対象に

BLS、TEAM(外傷評価及び処置)、

ATLSやPHTLSの実施及び災害時に

おける対応について講義した｡ホンジ

ュラスの人達は救急救命プログラムの

開発や研修の継続に大変意欲を示して

いる。

　昨年のAMDAボリビアの運営は難

しく切実だった｡国中に影響をおよぼ

しているきびしい経済危機を乗り越え

なければならなかったが､メンバーの

好意と忍耐、AMDA本部の援助によ

り我々のゴールに何とか到達した｡支

援して下さった皆様に心から感謝して

いる。



ＡＭＤＡボリビアの新たな挑戦

　　　　　　　　　　　　　　◇

コミュニティサービス局　富岡　洋子

　　　AMDAボリビアは、2000年度に初

　　めてPHTLS（Pre Hospita1 Trauma

　　L汀e Support : 病院搬送前救急救命）

　　コースを開催しました。これまで行っ

　　てきたATLS（Advanced　Trauma

　　L汀e Support : ﾋ級救急救命）コース

　　が医師を対象として､救急救命医を養

　　成するものだったのに対し、より広

　　い､救急救命関係者すべてを対象とし

　　た技能研修です｡外傷患者の救命率を

　　上げるには､医師へのトレーニングだ

　　けでは不十分です｡病院へ搬送する以

●前の段階でしかるべき処置を行ない、

　　医師に引き継ぐ必要があります｡ボリ

　　ビアではこれまで､救急救命関係者の

　　技能訓練が不十分なために､救うこと

　　ができる命を救うことができなかった

争　【写真１】

【写真4】

という現状があります。

　ＰＨＴＬＳにはプロバイダーコース

と、インストラクター養成コースの２

種類があり、プロバイダーコースを修

了してPHTLS認定救急救命土となっ

た受講者は次のインストラクターコー

スの受講資格を得て、これも無事修了

すると、PHTLSコースの認定インス

トラクターとして教えることができる

のです。

　車両事故を想定した搬出の実技研修

では､実際の車両を使い【写真１】、災

害・事故現場での患者の評価・固定・

搬出の方法を学びます【写真２、３】。

幼児【写真４】、子ども【写真５】、妊

婦など､対象によって異なる対処を学

賢
ぬ
４

【写真2】

び､マネキンを使って気管内挿管の方

法【写真６】なども習得します。

　今回は最初のコースということでア

メリカなどから講師を招く必要があり

ましたが､次回からは認定インストラ

クターとなったボリビア支部所属の医

師のみで行うことができるようになり

ました。また、今回インストラクター

の資格を得たコチャバンバからの受講

者5名により、サンタクルスとコチャ

バンバのボリビア国内2ヶ所でのコー

ス開催が可能になりました。今後も、

サンタクルス以外の都市からも参加を

募り、将来PHTLSコースを国内全域

で行うことができるようAMDAボリ

ビアは引き続き努力を続けていきます。

【写真3】

【写真5】 【写真6】

ｊﾙfa4丿∂11rrla12θθj.S9



中南米プ1コジェクト特集

ＡＭＤＡペルー活動報告一機会を提供する

　現在の若者人目は約10億人で世界

総人目の約20％をしめている。発展途

上国の新たなHIV感染者の2/3まで

もが15～24歳で、2000万人もの若

者がこのウイルスに感染している｡最

も性的好奇心の強いティーンエイジャ

ーは避妊具を使用していない｡女性感

染者の６害ﾘは20歳までに感染してい

ると言われている。調査によると、毎

年20人に１人のティーンエイジャー

が性感染症に罹っている。これらの衝

撃的な数字にも関わらず､殆どの若い

男女には避妊、性感染症、又はHIV/

AIDSに関する情報や医療サービスヘ

のアクセスが無い｡彼等は性活動や男

女関係に関する知識を殆どもっていな

い｡世界中の国々でエイ　＝、･に

ズの問題にたずさわっ

ているグループは若者

達が性に関する知識を

求めており、無知からく

る望まれない妊娠を教

育不足のせいにしてい

ると理解している。

　ベルーでは、1993年

の国勢調査によると、青

年期（10～19歳）の若

者は全人口の22.8％

（5､027､000人）を占めて

いる｡約１万人がエイズ

を発症しており、フ万人

　　　　　　　　　　　◇

ΛＭＤＡベルー調整員　Ｊｏｓｅ､ＹＡＭＡＮＯＡ

　　　　　　　翻訳　藤井　倭文子

功する事は不可能であるが､少なくと

も一時的には､感染者のエイズ発症を

抑制し、社会的、経済的、人｢｣統計を

支える圧倒的な影響力を持っている。

　感染を防ぐために危険な行為をさけ

るための教育はこの大流行を抑制する

上で基本的な事柄である。しかし過

去の経験からこの規模の疾患を治療で

きる最も有効な方法はワクチンの開発

である。国連エイズ計画・匪界保他機

関の推計によると世界中で毎日新たに

16､000人が感染している。非常に高

い蔓延率(主に青年層)と現在の所エイ

ズが治療方法もワクチンも無い疾患で

あることから、一次予防がこの大流行

AMDAペルー指導のエイズ予防セミナー（ホンジュラスにて）

がHIVに感染していると推計されて

いる。リマとカジャオに集中している

が、国全体が影響を受けている。全事

例の95.4％が性行為による感染で、輸

血による感染が2.4％（この数字は減

少傾向にある）、母子感染が2.2％（上

昇傾向）である。感染経路に関する重

要な変化は異性愛者間の感染で女性と

若者の感染者数の上昇である｡我々は

多数の事例や感染経路について知って

いるが､では自分達に一体何かできる

のだろうか？

　実際に、臨床的見地からすれば、

HIVウイルスの感染は新しい抗レト

ロウイルス薬の混合療法により、治療

を維持することが可能である｡新薬の

値段と治療の性格上､全ての事例で成

10　AMDAJoam�200j.8

を抑える事のできる唯一の手段である。

　こういった理由から、AMDAベル

ーは1998年にこれらの必要性に応え

るプロジェクトの実施を決心した｡そ

れには低コストで､外部資金への依存

が最小限で､そして将来展開できる可

能性があることが必要である。これを

基準にして､効率的な方法を開発した

他のNGOの経験を通してHIV/AIDS

予防に関する研修を受けたボランティ

アグループを召集した｡ボランティア

は研修後、習得した事を実行に移し

高校に在学する□00人の学生がその

恩恵を受けている。

　その後､我々はリマの最も貧しい地

域にあるＩ高校を選んで、ボランティ

アグループの支援を得て１年間活勤し

た。ここで我々は高校生に対してだけ

でなく、教師、親族等も含め約1､000

人にHIV/AIDS予防教育を行なった。

このプロジェクトには、長い目で見

て､若者たちが自分自身で組織をつく

り、興味をもっていることに関連づけ

て行勤し互いに支援しながら、地域

開発の恩恵を受けつつ人間的な成長を

図り、コミュニティの開発に寄与する

ようになることが求められている。

　我々は活動を通して､参加型の手法　ぺ｀

の重要性について実感してきた。これり

をもとにして自分たちで開発レ成熟

させてきた独自の経験が我々の力とな

り、2001年の今我々の努力を広める

ため、80名のヘルスボラ

ンティアを育成し、これ

によりAMDAの理念の

1つである「現地主導型」

－コミュニティの住民自

身がもともと持ってい

る、自分たちの力で問題

を解決する能力を尊重す

ることープロジェクトを

実施する運びとなった。

近隣の国々も同様な問題

に苦しんでいるのは我々

も熟知している。ホンジ

ュラスでは0､000人が

HIVに感染しており、予

防策は同様に必要であ

る。この問題に応えるためにAMDA

本部、AMDAベルー、AMDAホンジ

ュラスが結束し、約120人のヘルスボ

ランティアが育成された。

　このように、AMDAベルーの主要

活動の１つはHIV/AIDS予防である。

コミュニティの人々は彼等が直面して

いる現状を理解し、このプロジェクト

に対する積極的な参加を期待されてい

る｡今まで我々はどんな問題が生じた

場合でも､先進国からの支援に頼って

いたが、現在では、我々自身が問題解

決に向けて行動を始めることもできる

しその上、同じ問題を持つ各国支部

と実現可能な解決法を共有し､その支

援に主体的に参加していこうとしてい

る。

『



ＡＭＤＡ国際医療保健活動報告会

　　　７月号でも少しお伝えしましたが、去る６月９日(土曜日)、

　　岡山国際交流センターにおいてAMDA国際医療保健活動及び高

　　校生会活動報告会を開催しました。当日は約70名の方々の参加

　　があり、質疑応答の時間では次々と質問の手が挙がるなど、と

　　ても充実した報告会となりました。

　　　報告会前半では２年間の任期を終えて帰国した前田あゆみホ

　　ンジュうス前駐在代表からの報告が行われました。 AMDAがホ

　　ンジュラスで活動するきっかけとなったのは1998年のハリケー

　　ン・ミッチの緊急救援チームの派遣でした。その後、前田前肢

　　在代表のもとで、首都テグシガルパのスラム地区、二カラグア

　　国境近くの農村部、海岸部の町などで多くの人を対象に巡回診

　　療や保健衛生教育などの活動を行ってきました。前田前駐在代

　　表はそれぞれの活動についてスライドを交えながら概要を説明

　　し、ホンジュラスで苦労をしたことについては、ホンジュラス

　　国民の間には｢援助なれ｣があり、皆が｢次は何をくれるのか？｣

　　という考え方を持っていたことだと語りました｡自立へ向けて、
●　何か問題なのかを共に考え改善していく姿勢を培って行くこと

　　により、住民にも態度の変化が現れ段々と自分の意見を表すよ

　　うになっていったといいます。　　　　(文責　高瀬かおり)

や

ヘルスボランティア対象のエイズ予防セミナー　2001.3

ごあいさつ

　　-ヶ月牛ぶりにホンジュラスに戻

ってきたところです｡空港の外には

もう混沌とした空気が充満してい

て､一気に日本の余韻かぶさ飛んで

しまいました。長く暮らしたせい

か、生活の場に戻ってきた気分で

す｡帰ってきた翌日には国をあげて

前田あゆみ

特設巡回診療所となった学校で診察を待つ人々　1999.11

J絵を通して保健衛生について学ぶ子どもたち　1999.11

RAAにおける収入向上支援プロジェクト（お菓子作り講習会）2000.7

の関心ごと、サッカーのホンジュラ

ス・コスタリカ戦(両国の大統領も観

戦)。結局惜しくも敗れてしまい、韓

国・日本行きの切符が遠ざかりまし

た。教育レベルが問題だと、説得力の

あるコメントをしている人もいます。

(ホンジュラスのがむしやら運任せプ

レーに対し、コスタリカは整然と

した守備中心チームプレー）

　さて今年４月末に１年11ヶ月の

任期を終了しました。AMDA本部

をはじめ、AMDA鎌倉クラブ、個

人的に寄付してくださった方など、

支援してくださったみなさん、ど

うもありがとうございました。

AMDAホンジュラスの活動は継続

していますので、引き続き見守っ

ていてください。

　当初の巡回診療から大きく転回し

て保健教育中心に活動を定着させる

　ｰ歩手前まで持っていけたかなと思

います｡地域の人と共に問題を考え、

解決法を探り､それを実施していく、

プロセスは長い時間が必要ですが、

“Better quahty on汀e for a better

futurどには大切なことだと考えて

います。

　色々な経験をしました。特にロー

カルスタッフとの接し方には苦労し

ました｡企業･組織の代表者は大変だ

と実感。国籍を問わず素晴らしい方

々に出会えたのが一番の収穫です。

　現在はホンジュラスで短期の仕事

に間わっています｡(ホンジュラスに

こだわっているわけではないのです

が)これからも常に何かを吸収しな

がら、前進していきたいと思ってい

ます。今後ともよろしくお願いいた

します。
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「世界環境の日」クリーンアップキャンペーン

　６月５目「世界環境の目」に、

AMDAケニア事務所では、クリーン

アヽップキャンペーンをキベラスラムで

実施しました。キベラスラムは、ナイ

ロビ市南東に位置する世界有数の密集

居住地です。人口は、数万人と言われ

ていますが正確にはわかりません。

　キベラスラムにはじめて入る人は、

いたるところにあるゴミの山とそのす

えた臭いに気づきます｡小さな路地を

囲んで､土壁とトタン屋根でできた小

さな家がびっしりと隙間なく広がって

います。牛ベラは、法的には誰の所有

地でもないのですが、　．．

さきに家を建てた人

たちがそれを貸し家

にしています．その

貸し家の多くには．

トイレが付いていま　．

せん｡ですから、人び

とは､夜､外で用便を

するか、家の中でビ

ニール袋に用便をし

て川などに捨てるの

です。このビニール

袋のトイレはFlying

Toilet（空飛ぶトイ

レ）と呼ばれていま

す｡飲み水は､市役所

の水道を使いますが、

お金のある人がそれ

ぞれ水道管を個人的に引き､それを住

人に売っています。

　数多くの問題を抱えるキベラにあっ

てゴミ処理問題は深刻です｡生ゴミや

プラスティック、ベットボトル、ビニ

ール袋といった世界のどこでも問題化

しているものがここでもゴミの大部分

を占めます｡そして､牛ベラの場合､市

役所が設置したゴミ捨て揚が西部の舗

装道路沿いに数ケ所あるだけで､大部

分の人がそこまでゴミを運べないこと

が､ゴミを片付けられない要因となっ

ています。これらのゴミのなかでビニ

ール袋が特に目につきますが､低温で

燃やすとダイオキシンが発生レリサ

イクル資源としても回収されません。

キベラのゴミは、川に捨てられ、大雨

12　ﾊ肘扨□ｎｍ�２卯/.j9

　　　　　　　　　　　　　◇

AMDAケニア事務所　横森　健治

が降ると一気に下流に運ばれ､ナイロ

ビダムに堆積しているのです。

　AMDAは、これまでクリーンアッ

プキャンペーンと銘打って不定期的に

キベラの掃除をしてきました｡その目

的は､住民が協力すれば地域がきれい

になることを示すことですが、もう１

つのねらいは､住民と協力して地域を

きわいにすることで、AMDAの存在

を認めてもらい､受け入れてもらうこ

とにあります。 AMDAが安全に活動

する上で､地域社会から暖かく迎えら

れることは必要条件といえるでしょう。

　　　　　137人が作業に登録する様子

飲み物と石けんを求めて人がどんどん増えました

　今年度からは、この「クリーンアッ

プキャンベーン」に「保健衛生教育」・

「トイレおよび給水タンクの設置」・

「自然ゼッケン作り」を加えて､新たな

＜衛生向上プロジェクト＞を開始する

計画です。このプロジェクトは、総務

省郵政事業庁の補助を得ることが決ま

りましたので、間もなく、活動が本格

化します。

　クリーンアップキャンペーンは、こ

れまで２ヶ月に１回か３ヶ月に１回と

いった頻度で続けてきましたが、これ

からは､毎月実施する方針を立てまし

た。そんな時にタイミングよく、ナイ

ロビに本部を置くUNEP（国連環境計

画）から、「世界環境の日」の通知があ

り、その目にあわせてクリーンアップ

キャンベーンを行ったのです。

　私は、４月に赴任したばかりで、ナ

イロビのことも牛ベラのことも

AMDA事務所のこともよくわからな

い状況でした。それで今回は、管理者

としてではなく１参加者としてゴミ掃

除をしました。事務所内では、参加す

る住民組織にやる気を起こさせるため

に、ジュースやゼッケン、食事を出そ

うという意見が出たり、埃を防ぐため

にマスクを全員に配ろうといった意見

が出ました。しかし、毎月この活動を

継続するからには､支出をできるだけ

抑えねばなりませ

ん。　どの程度まで

何をAMDAが投入

しなければならな

いかを見極める意

味で自分が作業し

てから考えること

にしました。

　その日は暑い目

でした。 AMDA職

員は朝８時に県役

場敷地内にある

AMDA縫製訓練所

に集合し、準備に

とりかかりました。

その日までに、キ　４

ベラでクリーンア

ップキャンベーン

を実施している５つの住民組織に対

し、５名ずつ人員を出すようお願いし

ていたのですが、当日、彼らにに05名

を連れてきたのです。 AMDA側参加

者は32名で、これはAMDAが続けて

いる縫製訓練と木工訓練の訓練生なら

びにAMDA職員です。その結果、合

計137人が登録されました。

　場所は、県役場敷地内と幹線道路３

本の計４ヶ所です。全体を４グループ

に分け、AMDA訓練生がリーダーに

なりました｡各グループに清掃用具の

第､草かき、スコップ､大型フォーク、

熊手、一輪車、長靴、AMDA帽子など

を配るのが大変でした。どのゲループ

にどの道具を渡したかは記録したので

すが､誰がどの道具を使ったか個人的



男たちが川底のゴミをスコップ

とフォークで川岸に運びます

な記録はできませんでした。

　結局、清掃開始は朝10時。女性は

主に道路の掃き掃除で､男性はゴミ運

搬とドブさらいです。もっとも汚い場

所は川に捨てられたゴミの山です｡小

さな川にビニール袋に入った様々なゴ

ミが浮かび、水はいつも濁っていま

す｡わたしは最もゴミの多い橋下のゴ

ミの川を片付けました｡橋下にゴミが

多いのはゴミを捨てやすいためです。

　　　川底では大型フォークとスコップを●

使い､ゴミの詰まった袋を川岸に放り

や

投げます｡すえたスッパイ臭いが鼻を

つきますが、５分ほどで気にならなく

なります。川が小さいので３、４人の

男性で作業をします。 30分ほどで腰

が痛くなりましたが､なかなかゴミの

山は小さくなりません｡川底の濁った

水が顔に跳ね返る時は目に入らぬよう

気をつけました。

　自分でやってみて､ゴミの袋を運び

上げるのには､大型フォークが便利だ

とわかりました｡スコップだとうまく

袋をすくいとれないのです｡大型フォ

ークで１つ１つ袋を剌してそのまま川

岸に放り投げていきます｡ビニール袋

がなくなると､その下の生ゴミを水の

中からかき出し､スコップで川岸に上

げました｡腰と足がクタクタに疲れま

す。約３時間後、川はその本当の姿を

あらわしました。こんなに川幅があっ

たのかと驚きです｡作業前にマスクが

必要だと言ったAMDA職員は、スカ

ーフで鼻を覆いながら作業を開始しま

したが､5分後にはそれをとりました。

マスクにより埃を防ぐことはできて

も、臭いは通過してしまいます。そし

てなによりマスクをしていては、こん

な激しい運動は息苦しくてできないの

です。

　もう１つ気づいたことは、住民組織

以外から自主的参加者が現れたことで

す｡わたしたちが橋下のゴミを片付け

ているのを見た近所の男性が､川底に

下りて作業に加わりました｡彼はその

川の反対側で､テレビ観賞用のバッテ

リーを充電する商売をしている人でし

た。こんな人がもっともっと増えてほ

しいものです。

　今回､わたしたちは要所要所に集め

たゴミを､一輪車と自動車で市役所が

指定するゴミ集積所まで運びましたの

で､大量のゴミを運ぶことができまし

たが､ゴミ集積所から離れている地域

では、どこにゴミを捨てたらいいのか

困ることでしょう。もっとも、そのゴ

ミ集積場所でさえ､ゴミを入れる容器

からゴミがあふれ､その周り一帯がゴ

ミに埋もれています｡もう何ケ月も市

役所はゴミを収集に来ていないようで

す｡舗装道路沿いのトラックの入りや

すい場所ですらそんな状態ですから、

とても未舗装の小さな路地にまで公的

なサービスは及ばないのです。

　このクリーンアップキャンペーンで

は以下のような問題が浮かび上がりま

した。

１）当初、参加予定者を90人と想定

したが、作業前に137人が登録した。

作業終了後のジュースを求め､途中か

ら参加する人かおり、実際の参加者は

150人以上に膨れ上がった。　このた

め、リーダーが統率できず､汗だくで

働く人と自分の仕事が終わって談笑し

ている人との差が現れた。

２）作業内容と人員・用具の配置にズ

レが生じた｡築で道路を掃く女性が長

靴を履いていたり、ドブや川に入るべ

き人に長靴がなかったりした。また、

力仕事が多い割に男性が少なかった。

が最後に配られたが､全員にいきわた

らず、不平の声があがった。

４）清掃用具の紛失と破損が生じた。

紛失物は長靴３組、草刈スラシャー２

本、草かき１本、AMDA帽子11個、

ダストコート２着、たらい３個。破損

物は手袋２組と笥１本であった。

　作業後､事務所での反省会で､次回か

らの方針が以下のように決まりました。

①次回はAMDA自前の人員でどれだ

けできるかやってみる。まずAMDA

訓練生とAMDA職員で組織的な作業

をする｡そして徐々に小数の外部者を

迎え入れる。

②作業の種類とその作業に必要な人員

数をある程度計算しておき､それに対

応した用具を各個人に渡し､作業前に

それを記録する｡作業後には当人に用

具を確認させ返却させる。

③これまではゴミ集積所の近くでのみ

クリーンアップキャンベーンを実施し

たが､同様の活動をしている既存の住

民組織と相談しながらキベラの奥深く

まで入り込む方法を考える。

　キベラのゴミ処理問題は解決策の見

えない難しい問題です。　しかし

AMDAケニア事務所では住民を巻き

込み､彼らと汗を流しながら､毎月､ゴ

ミの清掃を続けます｡たとえ小さな範

囲であっても､住民とともに路地や川

をきれいにし､彼らと一緒にこの問題

３）ジュース、ビスケット、ゼッケン　　を考えたいからです。
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アフリカプロジェクト報告

ＯＤＡと活躍するＡＭＤＡファミリー＜ザンビア＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

アフリカ地域プロゲラムディレクター　横森　佳世（AMDAケニア事務所）

　AMDAが現在、関連スタッフを最

も多く送り込んでいる地域の１つに、

南部アフリカの「ザンビア」があげら

れます｡り6年､ザンビアにおけるJICA

のプロジェクト技術協力に、ＡＭＤＡ

は初めてNGOとして、開発調査の段

階から参加しました。その内容はＵレ

サカ市ジョージコンパウンド（いわゆ

るスラム）において、９７年から５年

の計画でPHC（プライマリーヘルス

ケアー）の向上を目指すものです。こ

のPHCプロジェクトには、AMDAか

ら専門家を派遣しています。

　また、ＡＭＤＡが従来

から意図する「PHCと貧

困の包括的な改善」を目

指して、JICAの医療協

力部所管では実施するこ

とが困難な「貧困対策プ

ロジェクト」を実施する

ために､9ﾌ年に「AMDA

ザンビアプロジェクト事

務所」をルサカ市に開設

しました。 JICAのNGO

連携強化費などを使いな

がら、「社会開発」分野の

協力を進めています。

　さて、このザンビアで

すが、皆さんは世界３大

漸布の１つである｢ビクトリアの滝｣

について聞かれたことがあるかと思い

ます｡ジンバブエとの国境に近いリビ

ンブストンという町を拠点とするこの

滝は、いくつもの大きな滝が連なり、

虹を織りなし､涼しげに水飛沫をあた

りに撒き散らし､訪れる人を魅了して

やみません(筆者の９７年の虚ろな訪

問記憶による)。　日本ではあまり知ら

れていませんが､野生動物のサファリ

を楽しめる国立公園もたくさんありま

す。アフリカ大陸に位置するものの、

1100～1､300メートルもの標高があ

るため１年中涼しく、まだ５月中旬だ

というのに少し肌寒く感じました(南

半球のため最も寒いのは７月)。人口

は1､000万人ほどで、ニヤンジヤ、ベ

ンバ、トンガ、ロジなどの部族が、英

語を公用語として暮らしています。
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｢シマ(いわゆるウガリ)を食べないと

いうことは、食事をしないということ

だ｣と言われるほど、人々は主にジン

バブエ近くで収穫されるメイズの粉を

湯でこねて蒸した無味な食べ物を､手

で団子状にしながら、野菜などのおか

ずと一緒に食べます．

　一見平和に見えるザンビアですが、

1964年にイギIJスの統治から独立し

て以来、問題は絶えません．最近は治

安が良くなっているものの、70～80

％にも及ぶ失業率、80～90％にも上

るインフレのため、貧困と社会不安は

　　　　　　　　　　　　　j二二三二二

　　　　　　　　　　　　　』●･I･一一 j●一一一一d-一一■一一a･●･-aa●-･
.j
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　　　　ABCプロジェクト(縫製教室)

尽きません｡南ア投資の大型スーパー

が進出して首都のルサカは少し活気付

いたものの、自国を支えていけるだけ

の主要な産業がないのです｡加えて１

年のうち８ヶ月は雨が降らず､農業に

依存することができません｡政府は努

力をしているものの､エイズの罹患率

は20％に及び、下痢、マラリア、結核

などの感染症も絶えません｡そして医

者を輩出する大学は１校、年に50人

のみで､クリニカルオフィサーや看護

婦しかいない場所もたくさんありま

す｡現在は２期目のベンバ族のチルバ

大統頷が統治していますが、３選が禁

じられているため、11月に予定され

ている選挙が注目を集めています。

　このような状況の中で、AMDAは

ODA(JICA)と協力しながら、酋都に

あるジョージコンパウンドを中心とす

るスラムにて､活動を展開しています。

　　＜ＡＭＤＡプロジェクト＞

　現在のAMDAザンビアプロジェク

ト事務所の駐在代表は、マンボ氏巾r.

vikandy Silusawa Mambo机94年

のルワンダ危機よりAMDAにかかお

るDRコンゴ人（コンゴ民主共和国［旧

ザイールDで、日本在住９年の統験を

持ちます。日本では大学院で、火山の

研究をしていました。人とのコネクシ、゛

ョン作り、書類作成などが得意で、日　’

寸寸

本譜もペラベラで

す。　３人のお子さん

も幼稚園から目本に

住み在住７年、マン

ボ家で話をしている

とそこは一体どこな

のか、不思議な感覚

に陥ります。マンボ

氏は99年８月より

ＡＭＤＡウガンダよ

りザンビアへ赴任、

現在に至ります。

　2001年５月から

は海外青年協力隊と

の提携プログラムの

一環として、村落開4や

発隊員の岸明子氏（24）がAMDAザ

ンビア事務所に配属となり、地域農園

プロジェクトを中心に積極的に業務に

取り組み始め､ザンビアはますます明

るく、活気付いてきています。

１）ＡＢＣプロジェクト（MOPT、

　　ルサカ市ジョージコンパウンド）

ａ）識字教室

　98年12月よりＣＨＷ（コミュニテ

ィ･ヘルスワーカー）を中心に指導を

開始しました。現行のクラスは2000

年５月末から2002年４月までの２年

間のコースで、１年目のベーシックコ

ース（ニャンジャ語）が終了し、アド

バンスコース（英語、数学、地理）を

受講しています｡週３回、１回２時間、

受講料は無料で、約30名の生徒がい



ます｡ほとんどがジョージクリニック

問連のCBO（Community　Based

Organizatlon）メンバーで、30歳～

50歳の年齢層です。

　生徒たちは字を覚えてから、自分の

サインを書けるようになって､物の売

買などで相手を疑わなくて良くなりま

した。何より、家で子どもに勉強を教

えられたり、子どもから質問されても

答えられるようになったので､恥ずか

しくて泣くことがなくなり自信がつい

たことが､極めて大きな変化であった

ようです。

　　ｂ）縫製教室

　　　現在の生徒は2000年10月より６

　　ヶ月間のビギナークラスを受講し、

鼻2001年５月から６ヶ月間開催される

　　アドバンスクラスに所属しています。

　　それ以前には２回のビギナークラスを

　　開催していました｡月曜日～金曜日ま

　　で午前中４時間、受講料は月10､000

　　クワチャ（約＄３）で、約30名の生徒

　　がいます。全員がジョージの住民で、

　　ほとんどが女性で18歳～46歳です。

　　　受講生へのインタビューによると、

　　先にこのクラスを受けた友人から紹介

　　されて、自らも受講することになった

　　人が多いようです。現在は子ども服、

　　短パン、下着、ワンピースなどが作れ

　　るようになりました。

　　　なお､生活状態をアンケートしたと

　　ころ、下記のような結果でした。

参【水】１日100～200リットル購入

雙　　し、１月約3､000クワチャ（約ホ10）

かかる｡水運びは重要な仕事で、自

らが行っているケースが多い。水。

ポンプが設置されている場所に、

いい場所とそうでない場所がある。

【ゴミ】収集所へ自らが捨てに行っ

ており、Lusaka City Councilが収

集することになっているがきちん

と実施されておらず、JICAが集め

ているようだ｡それによって､衛生

状況は少しずつ改善されている。

【感染症】コレラには感染したこと

はないが、全員がマラリアになっ

た経験を持っている。現在は蚊帳

やスプレーなどによる予防法は知

っている。

【エイズ】なぜ罹患するか､その予

防方法等､一応の知識は得ている。

【趣味】料理、髪結い、遊ぶこと等。

ｃ）保健教育

　ジョージクリニックにて､縫製教室

の生徒を対象に、JICA/PHCの妹尾看

護婦が担当しています｡衛生観念の改

善、安全な水利用、トイレ後と食前の

手洗い奨励、病気（コレラ、下痢、マ

ラリア、エイズなど）の予防法などが

伝えられています。

２）地域農園プロジェクト（庭野平和

　財団･JOCV､ジョージコンパウンド）

　ジョージクリニックの栄養失調児の

栄養改善と女性の自立のために、

CBOが農園を開墾し、とうもろこし、

大豆、メイズ、ナッツ、サツマイモな

どを栽培しています。

　現在は、４月に収穫した大豆を事務

所内の敷地で脱穀しており、その作業

にはCBOが積極的に参加しています。

農園はフェンスがないと､作物の盗難

などの恐れがあるので､大々的に栽培

ができません。潅漑施設も不十分で

す｡ジョージクリニックの栄養失調児

に充分な給食をあげたり、商品として

販売するまでの道は遠いようですが、

2.5ヘクタールに及ぶ農園を有効に活

用するために､今後の努力が期待され

ます。

３）マイクロクレジットプロジェクト

　（日本工営、グローバルリンクマネ

　ジメント､ルサカ市バウレニコンパ

　ウンド）

　1999年12月～2002年２月まで実

施されるプロジェクト。32週の返済

期間で、口5､000クワチャ～500､000

クワチャ（約ホ35～S150）を10％

の利息で、５名×10グループに貸与

しました。現在は第３フェーズ。 18歳

～50歳までの女性が対象です。

　今回、９名の元受益者と対話する機

会を得ましたが､参加者は返済を完了

した人に限られていました｡下記に数

個を紹介します。

【20歳女性】夫（空軍勤務）と２人の

子どもの４人家族｡元々は炭を売って

生計を在てていたが、117.000クワチ

ヤ（約S36）の融資を受け、中古の靴

売りに転身した｡炭は雨が降ると解け

てしまったりして利益を得ることが困

難だったが､靴売りになって生活状況

が改善した。現在は１月に60､000ク

ワチャ～70､000クワチャ（約ホ18～

＄23）の収入が見込める。

【45歳女性】両親、夫、６人の子ども

（うち４人は親戚の孤､児）の10入家

族｡メイズ売りから中古の布とソーセ

ージ売りへと転身し、現在は１週に

60､000クワチャ（約串18）の収入を

得られるようになった。

【35歳女性】５入の子ども（うち３入

は親戚の孤児）と６大家族｡夫は死亡。

布売りを５年間続けているが､マイク

ロクレジットを得て､収入は２ｲ音に拡

大した。

【50歳女性】４入の子どもと５入家族。

夫は死亡。マイクロクレジットを得

て、炭売りを始めることができた。

　対話の結果､未亡人や孤児を養育し

ているケースが目立ちました。病名、

死因は明らかでありませんが、感染

症、エイズなどが考えらます。

４）トレーニングセンタープロジェク

　　ト（GAGRP､ジョージコンパウンド）

　建築に関してはルサカシティーカウ

ンシルの土地の許可を待っている状態

ですが、５月末頃には取得できる様

子。建物ができれば、ABCのトレーニ

ング部門を開催したり、ワークショッ

プ､また新たに料理教室なども開催し

ていく予定です。

　なお、ミコノの会からの寄贈による

日本からの古着をルサカ周辺のアンゴ

ラ・ＤＲコンゴ・ルワンダ難民へ

ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務

所）・NGO・CBOなどを通じて配布す

るプロジェクトを98年11月より９９

年５月まで実施しましたが､今年度も

ミコノの会の協力を得られれば､同様

のプロジェクトを実施する予定です。

　　ザンビアプロジェクト

　　　調整員（1名）募集

　AMDAザンビア事務所では、1998年よ

り首都ルサカ近郊の低所得者居住地域に

おいて、女性の自立を肋けるための社会

開発支援として住民組織に対するマイク

ロクレジット、識字教育、裁縫訓練、コ

ミュニティ農園事業などを実施してきた。

任務期間:2002年２月頃～１年間

連絡先:AMDA事務局TEL086-284-7730
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ミャンマー緊急救援報告

メッティーラ大規模水害とAMDAによる緊急救援活動について

　　　　　　　　　　　　　◇

AMDAインターナショナルミャンマープロジェクト事務所

　　　　　　　　　駐在代表　小林哲也

　５月末から断続的に降り始めた大雨

により、AMDAインターナショナル

ミャンマープロジェクト(以下AMDA

ミャンマー)がプロジェクトを実施し

ているメッティーラ県では、６月の初

めに、この75年間で初めてという大

規模水害が発生しました｡多くの犠牲

者と被害を出したこの自然災害に対

レAMDAミャンマーは緊急救援活

動を開始｡生活物資の供給や仮設トイ

レの建設など数多くの活動を行ってい

ます。今回は、現場の状況とこうした

ＡＭＤＡの活動について

報告させて頂きます。

水害発生の経緯

　大規模水害の原因とな

った雨は、５月29日頃か

らメッティーラ県全域で

降り始め、翌30目には、

かなりの雨量に達してい

ました。そのため30日の

ＡＭＤＡ巡回診療先であ

るアレイワ村へは、川が

増水していて近づくこと

が出来ませんでした。そ

の後雨は一旦弱まり、31

日や６月１日の昼頃まで

は特に何事もなかったのですが、１日

の夜頃から再び雨が強まり、２日、３日

の両日中も激しく降り続きました｡そ

のため川の水量が前回以上に大幅に増

加し､大量の砂を含んだ水によってメ

ッティーラ市やウィンドゥイン市郊外

に位置する川沿いの村々が冠水し､一

部の村が流失したのです。また、流れ

込んだ大水によってメッティーラ湖も

溢れ、湖周辺の家々が冠水しました。

　大雨は４日になってようやく止まり

ましたが、水が完全に引いたのは、そ

の後更に２～３日を経過した後でし

た。尚、年間降水量がメッティーラの

３倍以上あるヤンゴンでは、この間殆

ど雨は降っていません。また同じ中部

乾燥地域でも､バガン遺跡のあるニャ

ンウーなどでは大雨は降らなかったの

で､被害はいわゆる局地的な集中豪雨
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によるものと見られています。

被害状況と被災者の現状

　情報が極めて限られているため､被

害状況の全容を正確に把握することは

非常に困難ですが､関係者の話を総合

すると､被害が最も大きかったのがメ

ッティーラ、ウンドゥイン両市である

ことは間違い有りません。

　犠牲者数については､最も被害が大

きかったメッティーラ市､ウンドゥイ

ン市合わせて50人程度と公式には発

　　　　洪水によって流された橋

表されていますが、関係者の間では、

少なくともその10倍程度ではないか

と見られています。しかし雨が止んで

から10日経った時点でも、車でアク

セス出来ない村が多数あり、実際の数

字は未だに不明です。６月12日時点て

把握されている被災者数は、メッティ

ーラ市で家屋を流失されたのが43家

族の243人、ウンドゥイン市では463

家族の約3300人。家屋が浸水して避

難されている方々はメッティーラ市で

約13､000人、ウンドゥイン市で約

8､000人となっています。

　メッティーラ市の被災者は､家の近

くの高台などに､屋根だけの簡素な家

を設けて避難したり、近くのお寺など

に避難したりしています｡ウンドゥイ

ン市では、メッティーラと同じように

仮設のキャンプに避難しているケース

と､市内のお寺や市民ホールに避難し

ているケースがあります。尚、メッテ

ィーラ湖周辺では､土地が低い西側の

家屋が冠水し、一時は１陰部分か完全

に水に浸かりました｡そのため家財道

具の損害は発生したものの、人命に関

する被害はなく、避難していた住民も

全て家に戻っています。

　その他道路や橋などの被害について

は、道路の陥没や橋の流失・損壊が多

数発生しました｡そのため通行止めの『

場所が多く、この地域を通るヤンゴン

　　　　　　ーマンダレー開の長距

離バスは１週間近く運

休しました｡現在､主要

な幹線道路は殆ど全て

復旧していますが、村

落部の村道などは、依

然として寸断されたま

まの個所も少なくあり

ません。

ミャンマー政府の対応

　被害の大きかったメ

ッティーラ県では、大

雨の後、すぐに軍が出

動して道路や橋の復旧

工事に取り掛かってい4f

ます。これはマンダレー管区行政当局

の方針により、道路や橋など物流機能

の確保が最優先課題とされたことによ

るものです。

　被災者への対応としては､食料や衣

類､食器などの配給が軍によって行わ

れています｡また家屋を失った被災者

用の仮設住宅463軒の建設が進めら

れており、ウンドゥイン市では、被害

発生の10日後には、既に100軒近い

仮設住宅が市内の空き地に建てられて

いました。メッティーラ市では、村が

砂で覆われてしまい､再建不能となっ

たテードーリー村の住民に対し､政府

が近くの村の土地を提供して43軒分

の仮設住宅の建設を始めています。

AMDAの活動

　AMDAミャンマーでは、水害発生



　　後､直ちにまずウンドゥイン市におけ

　　る被害状況と緊急支援ニーズの調査を

　　開始しました。そして県知事や市長、

　　県保健局とも連絡を取り合い、まずは

　　①緊急生活物資の支給､②衛生管理の

　　部分で活動を行うことを決定しまし

　　た。

　　①についてはまず､着の身着のままで

　　避難してきた住民にとって最も緊急度

　　の高い､毛布と衣類の支給をウンドゥ

　　イン市で行いました｡メッティーラ市

　　内の衣料品店は勿論､郊外の縫製工場

　　まで回って□00着の子供服、425着

　　の大入用衣類、1000枚の毛布を調達

　　し、水害後２日目の６月５日に、これ

　　らの支援物資を届けることが出来まし

　　た｡現場には社会福祉省の副大臣も駆

･　けつけており、｢一番必要な時に支援

　　物資を届けて頂き、非常に助かる。大

　　変感謝している｣との謝辞を頂きまし

　　た｡支援はその後メッティーラ市でも

　　行い、1000枚の毛布を６月11日に支

　　絡しました。

　　　　その後､被害調査を進めるにつれて

　　支援のニーズがより明確になり、特に

　　食料支援の必要性が明らかになりまし

　　た。そこで両市当局からの要請を受

　　け、1家族(約５～８人)の約１週間分の

　　食料となる米4kg、豆1kg、塩1kg、

　　魚の塩漬け300g、油500m1をセット

　　にして支給することを決定｡メッティ

　　ーラ市1､194家族(約8､000人)分、ウ

　　ンドゥイン市463家族(約3､300人)分

　　の食料をスタッフ総出で準備し、６月

●　11～13日にかけて、メッティーラの
－
　　18村、ウンドゥインの３避難所と6村

　　を回って支給を行いました。

　　　　前述したように仏教国ミャンマーで

　　は､個人からの食料の寄付も少なくあ

　　りません。しかし残念ながら米なら

　　米、油なら油と、大抵は１つの物資を

　　配給することが多く、それらの物資を

　　上手く調整することが現場で出来てい

　　ないため、ある村には米ばかり届き、

　　他の村には油ばかり届くといった事態

　　が発生してしまっています。そのた

　　め、そのまますぐ食事が出来る

　　AMDAの食料セットはとても有効で

　　あり、こちらの予想以上に被災者から

　　感謝されました。

　　　　②については､メッティーラ市から

　　要望のあった仮設トイレの建設に着手

　　しました。これは村全体が流失してし

　　まい､最も大きな被害を受けたテード

完成した仮設トイレ

－リー村の避難キャンプに設置したも

ので、男性用２ケ所、女性用２ケ所が

６月11日に完成しました。それまでト

イレがなく、あちこちで用を足してい

たためか､下痢が多くなっているとの

報告が村の助産婦から寄せられていた

が、トイレの完成後は、そうした患者

が大きく減ったとの報告が届いていま

す。

今後の活動予定と日本政府による支援

　緊急生活物資の支給を終え､今後は

衛生管理や被災者の健康維持だけでな

く、メッティーラ、ウンドゥイン両市

における､被災地域のコミュニティ復

興を支援していく予定です｡具体的に

は､被害が最も大きかった地域に特に

重点を当て､保健衛生については医薬

品の配布、井戸と給水タンクの建設、

地域保健センターの修復､仮設住宅用

トイレの建設等を行います｡またコミ

ュニティの復興については､公立学校

の再建を行う予定です｡ミャンマーの

学校は6月から新年度が始まっている

ため、一一日も早く学校を再建し、子供

たちが安心して学べる環境を整えたい

と考えています。尚、これらの活動に

ついては、国連機関や赤十字、他の

NGOによる活動との重複を避け、支

援の効率性を最大限に高められるよう

互いに連携しながら行っています。

　尚、これらの活動については、在ミ

ャンマー日本大使館を通じて、日本政

府からも草の根無償資金援助による協

力を得られることになり、また多くの

方から貴重な寄付も預かりました。

今後の課題

　県や市などの現場レベルの行政当局

は、こうした外からの支援を高く評価

しており、地域住民のために積極的に

活用しようとしています、しかしそれ

がマンダレー管区レベルの当局になる

と、「地域住民はもっと自立すべき」と

いうことを理由に､支援を受けること

に若干消極的であり、それが現場の行

政責任者を戸惑わせ､対応を遅らせて

いるようです。

　誇り高いミャンマー人の気質から考

えますと､援助に対して躊躇する気持

ちは十分理解出来ますが､実際に被害

を受けているのは家を失い､財産を失

った被災者の方々です。自然災害は時

と場所を選ばずに発生する不可避のも

のであり、その被害を受けた住民が、

一日も早く元の安定した生活に戻れる

ように支援することは､決してミャン

マー人の誇りを汚すものではありませ

ん。

　我々日本人も例えば阪神淡路大震災

の時､世界中の国から暖かい支援を受

けており、その有難さは筆舌に尽くし

難いものであることを肌身に感じてい

ます。またこうした「助け合い・相互

扶助」の精神は、AMDAの理念の一

つでもあります。従って今後は、行政

当局の関係者との円滑なコミュニケー

ションを図り、「援助を受ける側のプ

ライド」に配慮しながら、復興に向け

て出来る限り多くの支援を行っていく

ことが大切だと思われます。

　最後になりましたが､今回の救援活

動に対し、AMDA会員の皆様を始め

として数多くの方々から暖かい励まし

のお言葉や募金を頂戴しました。この

場をお借りして心より御礼申し上げま

す｡被災地の復興にはまだ暫く時間が

かかりますので､引き続き今後もご支

援、ご指導を賜りますよう、何卒よろ

しくお願い申し上げます。
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ミャンマー緊急救援報告

メッティーラでの緊急救援活動に従事して

看護婦　神田

＊75年ぶりの大洪水

　いまでも､印象的に覚えている会話

がある｡洪水の１週間前にメッティー

ラ活動の視察に訪れていた小野弘医

師が､少しずつ増水しているメッティ

ーラ湖を車中から眺めながら、プロジ

ェクトマネージャーのウソウテンに

尋ねた。

　｢この湖が溢れることはないのです

か？｣答えはすぐに帰ってきた。

｢そんなことはありません｣

　メッティーラはミャンマー中部の乾

燥地帯に位置し、通常ならば、雨期で

さえ雨は少ないほうなのだ。　この75

年間洪水はなかったので､ほとんどの

市民にとってはじめての経験だった。

そのため、メッティーラ湖の水が溢れ

ることを信じるのは難しかった。

＊洪水のはじまり～今年２回目の水祭り～

　５月中旬より少しずつ雨が降り始

め、いつもの雨期の始まりといったか

んじだったが、５月の終わり、珍しく

はぼ1日中雨が降る日が続いた。はじ

めは「今年の２回目の水祭りだ一！」

と大喜びで､たくさんの人々が増水し

始めた湖を見物し､露店までお目見え

していた。また湖の畔では、子どもか

ら大人まで釣り人が糸をたらし､小魚

の大漁に微笑んでいた。

　しかし実は日ごとに事態は深刻に

なっていた。日本のようにテレビやラ

ジオで報道があるわけではなく、人々

の口伝えの噂が広がるばかりだった。

耳を頬けると、「あそこの村が流され

た。橋が崩壊したらしい。人が流され

ているのを見た｡」とみんな好き好き

に話している。

　６月３日。休日だったがオフィスの

近くの小川が轟々と流れていたので、

ただ事ではないように感じ､湖を調べ

に近くまで行くと、湖にかかる１本の

橋は見事に赤茶色の水に覆われ通行不

可能､湖上のパゴダは屋根だけが顔を

出していた。

　６月４日。私達メッティーラ事務所

のスタッフはまず､情報収集からスタ

ートした｡混乱する状況の中で正確な

情報を把握するのは､救援活動をする

のに不可欠だ。実際、近くの村や橋を

確かめに行った。目の当たりにしたの

は､壊された橋と道路のすぐ横を轟々

と流れる川そして､土石渡に埋まった
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家とその傍には流されてしまった人の

無惨な死体がそのまま放置された状態

だった。ショックでたまらなく胸が苦

しかったが､そんなことを言っている

暇はなかった。「メッティーラにある

NGOとして何か手伝おう！」という

みんなの考えがすぐに一致レ救援活

動は始まった。

　幸い負傷者は少なく、緊急時の援助

としてまず衣食住の供給に弔点をおく

ことになった｡被災者キャンプになっ

ている寺を訪れると、「今日の夕食が

ありません。助けて下さい」と口々に

訴える｡政府や個人から鍋等の調理器

具が配られていたのでAMDAは食料

を配給することにした｡すぐに食べら

れるように、米、塩、豆、油、ンガピ

（魚醤）を5点セットで配給した｡適切

な物資を､適切な量で､適切な時に､適

切な場所に､適切な方法でスムーズに

配給できるように考えることがいつも

の課題たった｡早朝から夜遅くまでス

タッフ総出で､そしてなぜか事務所の

近所の人々も手伝ってくれ､梱包をし

た｡市役所には市民からの寄付物資は

届いているものの､マンパワー（人手）

の不足と村までのアクセスが難しいた

め､倉庫に山積みになっているものも

多かった。 AMDAは赤十字、U.S.D.A.

（現地のNGO）、市役所のスタッフの

協力を得て､一刻も早く村人達に物資

を届けるため直接配給することにし

た｡ボランテＴアの牛車に揺られて村

を目指す｡ミャンマーは敬虔な仏教徒

が多く、輪廻転生は彼等の自然な考え

方である。人々に尽くすことは自分の

後生に強く影響すると信じられてお

り、困った人々を助けることはごく自

然なことである｡そんな姿はとてもす

がすがしく感じられ､私の毎日のパワ

ーになった。またミャンマーでは、相

手に最大の感謝を表す時、地面に脆

き、深く3虔おじぎをする。配給を受

けた人々は私の前に脆き、「命を救っ

てくれた御礼」と３度おじぎをして、

御礼にとお経を唱えてくれる人もい

た｡またどこからともなくちょっと譲

りのある「あーりがと」「よろしい」と

いう言葉が聞こえる。付長の話では、

第２次世界大戦中、日本大兵とともに

生活していた人が多いそうだ。

　メッティーラのテードーリー村は、

付ごとすべて流されてしまい、43家

族（約260人）が避難民になっていた。

付までに辿りつくだけでも天変なの

だ。　４輪駆動の車で入れる所まで走

り、その後はひたすら悪路を歩く。治

安を守るため､長い銃を従えた軍人が

前と後につき護衛されながら歩く。辿

り着いた所にあったのは､被災者キャ

ンプたった｡村の家はほとんどが編ん

だ竹と葦の瓦でできているため､簡胆

に流されてしまう。被災者は、周りよ

り少し高い丘に仮設キャンプをつくっ

ていた。打ち七げられた木材を組み、

雨風を凌いでいた｡そこにはトイレが

なく下痢の患者が増えることが予想さ

れたため、まず、そこに仮設トイレを

作った｡いまは､保健婦の指導のもと、

トイレの清潔維持が行われている。

＊現在とこれから

　６月末現在。メッティーラ湖の水位

は落ち着いたが､依然として濁りのあ

る赤茶色の水である｡水道をひねると11「

濁った水が出てくるばかりである｡雨

期に突入したことと洪水の影響で皮膚

病／ﾄﾞ痢、かぜが流行っている。現在

は子ども病院の勤務をしながら､週に

２目、被害の大きかった村を中心に巡

回レ村の保健婦と協カレ健康チェ

ックを行っている。６月中旬に、以前

子ども病院で働いていた野村由香看

護婦が駆け付けてドさり、１ヶ月間一

緒に活勤している。

　政府によって流された家が建て直さ

れた、被害の大きかった村に入ると、

一番に話してくれるのはジェスチャー

入りで「わたしの家では水がここまで

きた」ということ。人々は洪水の恐怖

を忘れることができない｡被災者の精

神面にも配慮しながら巡回したいと考

える。

　また洪水の事態を深刻化させた原因芦

のひとつとして、洪水の経験がなく、

湖が溢れることを信じられなかったこ

とがあると思われる。村で話をきく

と､ほとんどの村人が水が溢れるまで

家の中におり、水が腰を超えようとす

る頃になってようやく事態の深刻さに

気付き､ロープでみんなの身体を縛り

引っ張ったという。私自身も災害の恐

ろしさを実感し､静穏期の防災教育の

重要性をひしひしと感じた。

　今回は普通の活動では会うことので

きない政府の要人に会ったり、ミャン

マーの人々の優しい真心に出会うこと

ができた｡共に洪水を経験したことで

精神的につながりが深まった。あと４

ヶ月の活動が残っているが､現地のス

タッフと共に何かできるか考えていき
たい。

　そして、日本でこの活動を物質的、

精神的に支えて下さった人々に心より

感謝したい。
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　　平成13年度　国際ボランティア貯金配分決定

本年もＡＭＤＡはｹﾆｱ､ｻﾞﾝﾋﾞｱ、ｼﾞﾌﾞﾁが配分対象援助事業国として配分を

受けることとなりました。それぞれの活動は
○ケニア：

○ザンビア

○ジブチ：

都市の生活困窮者居住区の住民のための保健衛生教育

都市の生活困窮者居住区の住民のための栄養改善指導、職業訓練

り’ﾂ||‘?7俐Jr?¶j-よl’‘’‘’　Ｕソノづｰ：　　ソマリア難民に対する診療活動、医療スタッフの育成
全国の皆様からのお気持ちを大切に現地の人々に届けたいと思います。

　　こ

？１吐をIこ。

　　　　。。･･,･,･-一･"'lヽ/｡ﾊゝJ｀Jリ'C!一へ9/lゝ-七兄刈!μ/ﾉ八々に届けたいと思います。ありがとうございました。
今月町ではケニアとザンビアの国際ボランティア貯金の援助対象プロジェクトも含めた現在実施プロジ

ェクトを紹介していますので，ご覧になってください。

　ＡＭＤＡでは上記の国際ボランティア貯金

他幾つかの機関､団体からもプロジェクト支

援金をいただいておりますが、AMDAが開

発途上国において充実した活動を継続してい

くためにはまだまだ多くの資金が必要です。

それを支えてくださっているのは、ＡＭＤＡ

会員の皆様を始めとする支援者の皆様からの

ご寄付です。どうぞ引き続きAMDAの活動

へのご支援、ご協力をお願いいたします。

　指定寄付の場合は､綴じ込みの郵便振込み

用紙の通信欄に､プロジェクト･活動国別､あ

るいは活動種類別（枠内参照）指定等を明記

してください。また、寄付控除を希望される

場合も、通信欄に「控除希望」とご記入くだ

さい。
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AMDA鎌倉クラブチャリティコンサートｍ

日中友好音楽交流の集い

　2001年８月19日（日）PM2 : 00 開演

　鎌倉市中央公民館ホール

　入場料（皇帝自由）　2500円（前売）

　　　　問い合わせ先:

　　　　(AMDA鎌倉クラブ)

人・海外往来

3500円（当山

根津　FAX 0467-24-2969

小飲　FAX 0467-32-3684

2001年６月16日～2001年７月15日

アジア ネパール

ミヤンマー

カンボ'ジア

ベトナム

生越まち子（医師）

高野　　篤（医師）

岸田　典子（AMDAスタッフ）

小林　哲也（駐在代表）

野村　由香（看護婦）

神田　貴絵（看護婦）

藤野　康之（調整貝）
伴場　賢一（AMDAスタッフ）

川村　栄次（,駐在代表）

ヨーロッバ コソボ
演田　祐了づ罷在代表）

アフリカ 　ケニア

　アンゴラ

JICAザンビア

横森　佳徒C駐在代表）

横森　健治（調祭日）

縁合　雨明CAMDAスタッフ）

旧中-弘（総務会計）
松本　明子ぐ看護婦）

鈴木　俊介（AMDAスタッフ）

佐々木　諭（調整員）

妹尾　美樹（保健教育）

広田　政美（公衆衛生）

岡安　利治（住民参加型環境衛生）

中南米 ホンジュラス
渡辺　咲子（調整員）

j“11‥‘‘｀S

＊ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの

　郵便振替用紙をご使用下さい。連絡欄に振込目的を明記して下さい。 ＡＭＤＡホームページ

http://www.amda.or.jp

J－

/1淵JI

収TERNμnoNAL゛ ＊全日信販のAMDAカード

　　　　(クレジットカード)

　ご利用額の一部がAMDAに寄付されます。

　AMDAカードについてのお問い合せは、

　全日信販株式会社岡山支店

　086-227-7161です。
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ミャンマー大洪水緊急救援活動報告

被災者への聞き取り調査

食糧セットの準備

-

避難民キャンプ 食糧セットの配給



ザンビアJICA/PHCプロジェクト

ジョージクリニックにて　保健衛生教育

みなさんのちからを

　必要とする人たちがいます
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AMDA募金箱を置いていただける方はご連絡下さい（TEL 086-284-7730）
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